
輸出事業計画
※申請者名：北群渋川農業協同組合、品目：いちご

【現状】

○ＪＡ北群渋川は、群馬県のほぼ中央に位置し、チンゲン菜、ねぎ、ブロッコリー、いちごの産地となっている。品種
は「やよいひめ」が約８割を占めている。管内には伊香保温泉等の観光地があり、観光直売が多い地域である。
○出荷先市場からの引き合いをきっかけに、令和元年度からいちごの県オリジナル品種「やよいひめ」をタイの中間
層・小売り向けに輸出を行っている。
○タイでは近年、衛生管理や残留農薬の規制が厳しくなってきているため、残留農薬検査を実施し、安全性の確
保に努めている。
○今後はタイのほか、新たな市場として、連携している卸売／仲卸業者から提案のあったシンガポール・タイ及び香
港をターゲットに販路拡大を図る。
【課題】

○現地小売業者の評価（甘さや粒の大きさ、果皮の硬さ）は高い ものの、「やよいひめ」の認知度はあまり高くな
く、他品種に比べ有利販売が行えていない。 

○現在は戸の生産者が輸出に取り組んでいるが、他の生産者は直売が主流であるため、ＪＡ出荷者を増やす取
組が必要である。
○現在連携している出荷先市場等の販売先やターゲット層（中流層・上流層）の囲い込みと安定供給が課題
であり、また、出荷期間の拡大により、シーズン全体の輸出量確保に取り組む必要がある。
○当ＪＡ管内は、直売向けのいちごの産地であるため、甘さや大きさなどの規格や量目が不統一であることや、ロッ
トの確保が難しく、輸出への安定供給が難しいことも大きな課題である。

様式２

１．輸出における現状と課題

２．輸出事業計画の取組内容

○タイの残留農薬基準に適合するよう、栽培基準を見直すとともに、残留農薬検査を実施し、安全性の確認を行う。

○ＪＡ出荷による安定販売、価格面での優遇といった輸出メリットを提示し、輸出に対応可能な生産者の確保に努め、出荷者増加によ
 る物流確保を行うことで流通コストの低下を図る。
○「やよいひめ」の強み（他品種と異なる出荷時期、表皮の硬さなど）を活かした認知度向上に向け、店頭販売等のＰＲ等を行う。
○販売先やターゲット層の囲い込みには安定的な供給が必要である。輸出向けの出荷者を増やすことで安定供給が可能な体制を構築
する。これにより販売先に安心して管内のいちごを取り扱ってもらうとともに、ボリューム層である中流層、更には上流層の囲い込みを目指
す。
○味や規格の統一については、県の指導等により栽培技術の向上、目揃えの実施など、安定供給に向けた規格の遵守を徹底する。輸出
向け物量 の確保は、新規出荷者の支援を行うことで対応していく。
○差別化を図るための「やよいひめ」の強み（収穫時期（他産地の品質が低下する３月以降～５月まで出荷可能）、表皮の硬さ
など）を活かし、販売促進を図っていく。



輸出事業計画
※申請者名：北群渋川農業協同組合、品目：いちご

様式２

４．輸出目標額

３．輸出事業計画の実証と見直しを行うためのPDCA実施体制

いちご輸出 現状（令和2年） 目標（令和11年）

輸出額（円） 42,900 850,000

輸出量（ｔ） 0.041 0.5

輸出先国
タイ、シンガポール、香港

タイ、シンガポール、香港

輸出の現状及び目標は以下の表のとおり。目標達成に向け、これまで構築してきた商流を拡大（輸出
量、額）するとともに、新たな販路開拓を目指す。

県中部
農業事務所

北群渋川
農業協同組合

生産指導
（改善）

・群馬県
・群馬県農畜産物等輸出推進機構
（事務局：群馬県ぐんまブランド推進課）

輸出支援

ＰＤＣＡサイクル

計画策定

ＪＡ全
農ぐんま

生産・
流通支援

（検証・改善）

卸売／仲卸業者

現地ニーズの
フィードバック
（検証）

輸出業者

輸出販売
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